
滋賀県／南部健康福祉事務所（草津保健所）だより

保 健 衛生情報
地域のみなさんの健康と暮らしに役立つ情報紙

第５波では10代、20代の感染の割合が高くなりました。
家庭内感染の頻度も高く10歳未満の乳幼児、幼児の感染も多くなりました。

第５波では、陽性者の急激な増加により病院、入所施設が逼迫し、多くの

方が自宅療養されることになりました。

第５波では、1461人の陽

性者が発生しました。

うち、自宅療養者は815

人にのぼりました。



「コロナとのつきあい方滋賀プラン」に基づく対応について

（令和3年10月7日）

新規陽性者数の減少により、すべての指標で改善傾向がみられ、令和3

年10月7日に、「コロナとのつきあい方滋賀プラン」は注意ステージ（ステー

ジⅡ）に移行しました。（下記参照）

しかし、感染者数減少に伴う安心感、措置の解除や制限の緩和などによ

り、多くの地域で夜間滞留人口が増加してきています。引き続き、基本的

な感染対策は継続し、できる限り新規陽性者数を減少させ、再流行での

ピークをより低下させることが必要です。

引き続き、普段からの手洗い、会話時のマスク着用、換気や密の回避な

ど基本的な感染対策を継続してください。また、「いつも一緒にいない方」

との面会や会食時は、特に対策が緩まないように注意してください。



新型コロナウイルス感染症

うつさない！うつらない！こんな場面に注意しよう❕

上記については、同様の内容で滋賀県草津保健所ウェブサイトに掲載しています。是非ご活用ください。

http://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kenkouiryouhukushi/kenkou/321550.html



編集後記

新型コロナウイルスに振

り回された令和３年も残

りわずか。これまでの経

過から再度の感染拡大

は避けられないと思わ

れます。来るべき第６波

に向けて対策しながらも、

第５波より山が小さくな

ることを祈るばかり。そ

のためにも、経済活動

は増大しても、基本的な

感染防止策（マスク着

用、手指消毒など）の徹

底の継続が大切です。

来年こそよい年となりま

すように、今年も皆さま

お世話になり

ありがとう

ございました。


